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今月のハイライト

高次脳機能障害の診断や評価では，画像診断における個人差や症状の状況依存性などを考慮する必要
があり，高次脳機能障害者に対するリハビリテーションや支援は長期にわたって継続することが求

められています．今回の特集では，「高次脳機能障害の診断とリハビリテーション」というテーマで，画
像診断，記憶障害，注意障害，遂行機能障害，および社会的行動障害を取り上げ，これらについてご解
説いだきました．

画像診断　海野聡子氏� 997
画像診断の目的は，高次脳機能障害の責任病巣を明らかにし，症状と対応させてリハビリテーションに
役立てることにある．脳形態画像の読影に必要である解剖学的な基本事項として，目印となる脳溝，大
脳皮質の解剖学的区分と細胞構築学的区分，脳の血管支配，神経線維束の走行について概説した．さら
に脳機能画像研究の最近の話題について紹介した．

記憶障害　岡﨑哲也氏� 1005
記憶障害の評価には問診とともに神経心理学的検査が欠かせない．記憶障害の程度だけでなく，知能，
注意，遂行機能，意欲，病識なども評価し，それぞれの症例に適した補助手段を活用した個別的なアプ
ローチを行う．本稿では，記憶障害の評価によく用いられる神経心理学的検査と補助手段の活用を含め
たリハビリテーションの進め方について概説した．

高次脳機能障害の診断と
リハビリテーション
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お知らせ	 2016 年度ボバース概念に基づく成人中枢神経疾患に対する評価と治療（認定基礎講習会）	 1009
	 2016 年度近代ボバース概念小児領域 8週間講習会	 1030
	 一般社団法人大阪府臨床工学技師会第 5回実践呼吸療法セミナー	 1054

	 訂正とお詫び	 1065

注意障害　豊倉穣氏� 1011
注意障害は全般性と方向性（半側空間無視）に分けられるが，本稿では前者を扱うこととし，診断，神
経心理学的検査や行動観察による評価，およびアプローチについて解説した．アプローチには，注意障
害そのものに対する刺激法，残存機能を用いて社会生活上の作業課題を遂行する訓練，生活環境の整備
や代償手段などがあり，これらの手順を紹介した．

遂行機能障害　原寛美氏� 1021
遂行機能障害では，前頭前野の障害により，後部脳が担う認知機能を動員して目標を設定できない，一
連の思考や行動を正しい順に選択ができないなど多様な特性を有している．このため，臨床症状と神経
心理学的検査を総合して診断する必要がある．認知リハビリテーションに関しては，問題解決訓練と
ゴールマネージメント訓練を中心に解説した．

社会的行動障害　平岡崇氏ら� 1031
社会的行動とは，他者の意図や感情を理解し，自己の欲求や感情を抑えて状況に適したコミュニケー
ションを取る行動である．その障害に対して標準化された机上検査は存在せず，詳細な問診や行動観察
により診断する．治療に関しては，薬物療法，認知行動療法的手法を取り入れたリハビリテーション，
および環境調整など集学的アプローチが重要である．
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